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（要旨） 

 日本では、100歳以上の人口が 7万人を超え、年金 2000万円問題を始めとし

た老後の不安が蔓延している。老後の生計を考えた資産形成が必要であり、高齢

社会における個人と社会の様々な問題を解決する学問、ジェロントロジーの普

及が喫緊の課題である。ただ、学生や勤労者と異なり、一斉に集まる機会に乏し

い高齢者にリテラシー教育を行うのは難しい現状にある。 

 この問題に対して、本論文では、各自治体で還暦式を開催することを提言する。

20 歳の成人式と同様に、60 歳のときに集まることを促し、式典の一環として、

リテラシー教育の講演等を行う。これにより、より効率的に高齢者の金融教育が

可能となる。 

高齢者には新たな出会いの場が設けられ、地域住民と関わりを持つ機会とな

る。自治体としても、式典の開催により、住んでみたい街として注目されれば、

人口増加や人口流出の抑制にも繋がる。 

 


